
メダカ 
 
平地の池や田んぼ、用水路など流れの緩やかな所に生息してい

ます。流れが速いと泳ぐ力が弱いため、流されてしまいます。 

食べ物は、主に植物プランクトンや動物プランクトン、落ちて

きた小さな虫を食べます。落ちてきた小さな虫を見つけやすいよ

うに、目が高いところにあり「目高（メダカ）」と言われています。 

暖かくなった 6 月頃から 8 月の早朝に水草に産卵し、大体 1 週

間ほどで卵からかえります。 

昔は全国的にたくさんいたようですが、最近では個体数が激減

してしまいました。その原因は、生息場所が無くなっていること

やライバルのカダヤシが増えていることが考えられます。 

 

富士市での現状 

主に富士岡や江尾、松野の田んぼの水路で確認できました。昔

は富士市の南部では全域に生息していましたが、都市化や水路の

コンクリート化の影響で生息できる場所が限られています。そし 

て、メダカと同じ場所にカダヤシがたくさんいるため、エサの取り合いなどで劣勢にあるようです。 

このままだと富士市からメダカがいなくなってしまうかもしれません。 

 
メダカを確認したメッシュ 


